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平
成
17
年
度
事
業
報
告
　
一
部
抜
粋

現
状
を
打
破
し
、
更
な
る
発
展
を
目
指
す

車
両
数
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に

　
規
制
緩
和
以
降
、
法
人
業
界
は
大

幅
に
車
両
数
を
増
や
し
た
の
に
対

し
、
個
人
業
界
は
こ
の
４
年
間
で
約

８
０
０
両
減
少
。
こ
の
１
年
間
で
は

２
６
１
名
減
で
、
年
度
末
現
在
１
８，

４
８
８
人
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は

こ
の
格
差
が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
は

必
至
で
す
。

　
こ
の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
を
か

け
、
事
業
者
数
を
維
持
し
、
利
用
者

に
レ
ベ
ル
の
高
い
個
人
タ
ク
シ
ー
の

存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と

が
、
今
何
よ
り
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

本
年
度
の
東
京
の
新
規
許
可
者
は
３

８
８
名
で
前
の
年
よ
り
１
５
２
名
も

減
り
ま
し
た
。
高
年
齢
者
雇
用
安
定

法
の
施
行
に
よ
り
法
人
業
界
か
ら
の

流
入
が
狭
ま
る
中
で
、
各
会
員
団
体

に
は
申
請
者
の
確
保
に
努
め
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
個
人
タ
ク
シ
ー
の

営
業
面
に
お
け
る
優
位
性
を
広
く
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
に
加
え
、
行

政
に
対
し
て
資
格
要
件
の
緩
和
に
つ

い
て
強
く
要
望
し
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

運
賃
値
下
げ
ス
パ
イ
ラ
ル
の

回
避
を
目
指
す

　
東
京
業
界
に
お
い
て
も
運
賃
の
多

様
化
が
徐
々
に
進
行
し
て
き
ま
し

た
。
法
人
業
界
で
は
無
線
グ
ル
ー
プ

を
中
心
に
大
口
顧
客
に
対
す
る
深
夜

早
朝
の
運
賃
を
10
〜
12
％
割
り
引
く

事
業
者
が
１
８
０
余
社
、
さ
ら
に
各

種
の
遠
距
離
割
引
に
加
え
高
齢
者
割

引
等
も
一
部
で
導
入
さ
れ
、
か
な
り

多
様
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
サ
ー
ビ
ス
面
で
の
競
争
に

加
え
、
運
賃
・
料
金
面
に
お
け
る
競

争
の
激
化
も
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。

個
人
業
界
は
冷
静
に
全
体
の
動
向
を

見
据
え
つ
つ
値
下
げ
ス
パ
イ
ラ
ル
の

回
避
に
努
め
、
一
体
と
な
っ
て
的
確

に
対
処
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

個
人
タ
ク
シ
ー

信
頼
回
復
へ
の
取
り
組
み

　
社
団
法
人
全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協

会
の
策
定
し
た
「
サ
ー
ビ
ス
向
上
推

進
５
ヵ
年
計
画
」
に
則
り
中
核
リ
ー

ダ
ー
養
成
の
た
め
の
研
修
会
を
開

催
。
東
京
か
ら
は
95
名
が
中
核
リ
ー

ダ
ー
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
社
団
法
人
東
京
都
個
人
タ
ク
シ
ー

協
会
に
お
い
て
は
、
前
年
度
に
整
備

し
た
街
頭
営
業
適
正
化
指
導
規
程
を

活
用
し
て
営
業
現
場
の
適
正
化
に
努

め
ま
し
た
。

　
利
用
者
の
信
頼
回
復
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
、
苦
情
申
告
に
対
す
る
懇

切
な
対
応
も
重
要
な
こ
と
で
す
。
平

成
17
年
度
中
の
苦
情
等
総
件
数
は
２

９
４
件
、
前
年
度
よ
り
59
件
増
え
ま

し
た
。
ま
た
、
増
え
す
ぎ
た
タ
ク

シ
ー
の
待
機
問
題
が
行
政
や
自
治
体

と
り
わ
け
所
轄
警
察
署
に
は
連
日
の

よ
う
に
苦
情
要
望
が
入
り
、
業
界
も

是
正
対
策
会
議
や
街
頭
指
導
に
大
い

に
汗
を
流
し
た
１
年
で
し
た
。

事
故
防
止
・
安
全
確
保
は

最
大
の
使
命

　
当
協
会
で
の
昨
年
の
死
亡
事
故
は

６
件
で
直
近
の
２
年
を
上
回
り
ま
し

た
。

　
譖
全
個
協
で
は
安
全
運
行
指
導
員

制
度
の
導
入
が
計
画
さ
れ
、
誠
に
時

宜
を
得
た
も
の
で
す
が
、
導
入
後
の

明
確
か
つ
具
体
的
な
実
効
を
検
証
で

き
る
仕
組
み
も
盛
り
込
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
一
昨
年
か
ら
参
加
し
た
警
視
庁
主

催
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
バ
ー
コ
ン

テ
ス
ト
」
に
は
80
組
４
０
０
人
が
参

加
。
結
果
は
40
組
が
無
事
故
無
違
反

を
達
成
し
、
達
成
率
で
は
前
回
を
下

回
り
ま
し
た
。

成
果
を
あ
げ
た

「
利
用
者
感
謝
の
日
」
広
報
活
動

　
昨
年
12
月
13
日
に
「
利
用
者
感
謝

の
日
」
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
、
当
協
会

と
し
て
始
め
て
業
界
の
現
状
、
運

賃
、
マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
等
の
説
明
チ

ラ
シ
を
作
成
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
兼
ね
た
抽
選
付
き
ハ
ガ
キ
と
記
念

品
を
セ
ッ
ト
し
て
、
中
核
リ
ー
ダ
ー

77
名
に
出
動
願
い
、
都
内
の
主
要
12

駅
で
タ
ク
シ
ー
利
用
者
等
２，

０
０

０
人
に
こ
れ
ら
を
配
布
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
ハ
ガ
キ
も
10
％
近
い
回

収
率
で
、
当
選
者
は
会
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
景

品
を
お
送
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
い

た
だ
い
た
貴
重
な
意
見
は
今
後
の
事

業
運
営
の
参
考
と
し
て
活
用
す
る

等
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

団
体
を
あ
げ
て

健
康
管
理
を

　
事
業
者
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
、

本
年
度
も
健
康
診
断
の
実
施
状
況
や

結
果
を
調
査
し
ま
し
た
。
死
亡
原
因

で
突
出
し
て
い
る
の
は
癌
で
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
要
再
検
・
再
診
者
に

受
診
の
指
導
と
そ
の
後
の
健
康
管
理

に
つ
い
て
、
団
体
を
あ
げ
て
強
力
な

指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。
各
団
体
の

健
康
管
理
に
格
差
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
年
度
か
ら
団
体
別
の
取
り
組

み
の
一
部
を
公
表
し
、
今
後
は
さ
ら

に
拡
大
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
死
亡
給
付
を
内
容
と
し
た
共
済
事

業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
７
月
か
ら
拠

出
金
を
月
額
３
０
０
円
に
減
額
し
負

担
を
軽
減
、
繰
越
金
を
有
利
に
運
用

す
べ
く
１
億
５
千
万
円
で
国
債
を
購

入
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
給
付
申
請
に

際
し
、
給
付
細
則
の
一
部
改
正
を
行

い
、
簡
素
化
と
給
付
の
迅
速
化
を
図

り
ま
し
た
。

組
織
運
営
、

業
界
の
展
望

　
平
成
11
年
に
「
組
織
運
営
見
直
し

特
別
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
平
成

13
年
に
は
課
題
を
具
体
化
す
る
た
め

「
組
織
運
営
改
革
実
行
特
別
委
員
会
」

を
設
置
。
残
さ
れ
て
い
た
「
各
種
会

議
の
運
営
に
つ
い
て
」
の
最
終
答
申

を
昨
年
７
月
27
日
に
答
申
し
、
そ
の

役
割
を
終
え
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
個
人
情
報
保
護
方

針
及
び
取
り
扱
い
の
制
定
、
街
頭
営

業
適
正
化
指
導
規
程
、
街
頭
営
業
適

正
化
実
施
要
綱
、
個
人
タ
ク
シ
ー
事

業
者
研
修
会
実
施
要
項
、
表
彰
規
程

及
び
許
可
等
申
請
事
務
取
扱
要
領
等

の
一
部
改
定
を
行
な
う
等
、
実
態
に

即
し
た
ル
ー
ル
や
事
務
手
続
き
の
簡

素
化
に
努
め
ま
し
た
。

　
国
土
交
通
省
も
昨
年
10
月
、
交
通

政
策
審
議
会
に
「
タ
ク
シ
ー
サ
ー
ビ

ス
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
小
委
員
会
」
を

設
置
。
個
人
タ
ク
シ
ー
業
界
か
ら
原

会
長
が
委
員
と
し
て
参
画
し
、

「
サ
ー
ビ
ス
向
上
推
進
５
ヵ
年
計
画
」

「
安
全
運
行
指
導
員
制
度
」
な
ど
基

本
姿
勢
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、

リ
ー
ス
制
や
企
業
内
個
人
タ
ク
シ
ー

に
つ
い
て
は
否
定
的
な
考
え
方
を
示

す
一
方
、
乗
務
員
の
登
録
業
務
に
際

し
周
辺
地
区
と
の
横
の
つ
な
が
り
を

求
め
た
ほ
か
、
法
人
業
界
の
高
齢
化

に
鑑
み
、
年
齢
制
限
の
必
要
性
も
言

及
し
ま
し
た
。
委
員
会
は
６
月
下
旬

を
目
途
に
最
終
報
告
案
を
ま
と
め
る

予
定
。
最
大
の
関
心
を
持
っ
て
注
視

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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平成17年度苦情・要望等集計報告書
（平成17年５月１日～平成18年４月30日）

内容別 申告事案 匿名事案

接客態度不良 66 件 45 件

セクハラ 0 件 1 件

福祉・障害者関係 9 件 1 件

地理不案内　 6 件 7 件

言葉使い 41 件 30 件

領収書トラブル　 2 件 0 件

荷物積み卸しトラブル　 1 件 0 件

その他 7 件 6 件

料金トラブル 11 件 3 件

釣り銭トラブル 8 件 4 件

迂回運転 14 件 3 件

運転操作不適切 2 件 2 件

乱暴運転・危険運転 17 件 9 　件

運転マナー 6 件 11 件

目的地違い 8 件 4 件

車内異臭・車内清掃不良 1 件 1 件

高齢によるもの 0 件 2 件

運送の引受けの拒絶 9 件 0 件

客選び行為 1 件 0 件

メーター操作不適切 3 件 1 件

ドア開閉不注意 3 件 1 件

その他 7 件 3 件

○後部座席が濡れていた。　○待機車両とのトラブル（2件）　○高速道路強要　○痴呆症　○団体対応不適切　

○タクシー乗り場での客待ち待機トラブル　○事業者体調不良　○当て逃げ　○迷惑駐車25台

受付総合計 294 件

前年同期 235 件

要望 5 件 0 件

感謝 2 件 6 件

指導通報 特定者 33 件 特定不能 3 件

合　計 196 件 98 件

前年同期 160 件 75 件

平成18年６月１日から

駐車違反の取締りが変わります
平成16年6月9日に公布された道路交通法の一部を改正する法律

（平成16年法律第90号）のうち、違法駐車対策関係の改正では、

放置車両使用者責任の拡充、放置駐車取締り関係事務の民間委託、

その他違法駐車対策の推進を図るための規定が整備されました。

 １ 車両の所有者などを対象とした
放置違反金の制度が導入されます。

　放置駐車違反の車両について、運転者が反則金を納付しない場

合には、その車両の所有者などに対して、放置違反金（反則金と

同額）の納付が命ぜられます。さらに、放置違反金納付命令を繰

り返し受けた常習違反者は、一定期間、車両の使用が制限されま

す（普通自動車の使用制限期間は2ヵ月の範囲内）。

 ２ 都内では、12区43署で民間委託が行われます。
　千代田区、中央区、港区、新宿区、文京区、台東区、墨田区、江

東区、品川区、渋谷区、豊島区、江戸川区の各警察署において、確

認事務の民間委託が行われます。

 ３ 警察官以外に、民間の駐車監視員も
放置駐車違反の確認を行います。

　12区43署では、警察官以外に民間の駐車監視員も巡回し、放置駐

 ４ 悪質・危険、迷惑な違反を重点に、
短時間の放置駐車も取り締まります。

　短時間の駐車でも、それが繰り返し行われれば、安全で円滑な

交通が妨げられるだけではなく、事故の原因にもなります。駐車

時間の長短にかかわらず、放置駐車違反の車両については確認標

章を取り付けます。

 ５ 放置違反金を納付しないと、
車検が受けられなくなります。

　放置違反金を滞納して公安委員会から督促を受けた者は、滞納

処分による強制徴収の対象となります。

　また、放置違反金が納付されなければ、車検の手続きを完了す

ることができなくなります。車検時に、放置違反金を納付したこ

と、または徴収されたことを証する書面を提示しなければ、自動

車検査証の返付を受けることができません。

車違反の車両を確認した場合は、その車両に確認標章を取り付けます。

　警察署長は、地域住民の意見・要望等を踏まえ、駐車監視員が

重点的に活動する場所・時間帯等を定めた「駐車監視員活動ガイ

ドライン」を策定し、公表します。

　
平
成
17
年
度
　
苦
情
・
要
望
等
集
計
報
告

結
果
を
受
け
止
め
、

日
々
の
業
務
を
再
確
認

　
平
成
17
年
度
は
、
申
告
・
匿
名
事
案

を
含
め
て
合
計
２
９
４
件
の
苦
情
・
要

望
等
が
お
客
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
前
年
度
の
合
計
数
は
２
３
５
件

で
、
約
25
％
増
の
結
果
と
な
っ
て
い
ま

す
。
苦
情
で
一
番
多
く
寄
せ
ら
れ
た
の

は
事
業
者
の
接
客
態
度
不
良
で
、
苦
情

全
体
の
約
半
数
弱
を
占
め
る
結
果
で

す
。
そ
の
中
で
も
事
業
者
の
言
葉
使
い

に
よ
る
苦
情
が
突
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
苦
情
対
象
事
業
者
の
年
齢
構

成
で
は
、
高
年
齢
事
業
者
の
比
率
が
高

く
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

【苦情対象事業者の年齢構成】

事業者数 件数 比率

40歳未満 242　人 1　人 0.413　％

40～49歳 1,569　人 19　人 1.211　％

50～59歳 6,906　人 90　人 1.303　％

60～69歳 6,784　人 112　人 1.650　％

70歳以上 3,069　人 67　人 2.183　％

不明 16　件

＊
３
月
（
追
加
）

氏
名

所
属
団
体

享
年
　
病
名

修
理
英
彰
さ
ん

（
都
営
協
）
70
歳
　
肺
炎

＊
４
月

氏
名

所
属
団
体

享
年
　
病
名

鈴
木
将
夫
さ
ん

（
豊
島
区
）
68
歳
　
肺
が
ん

有
川
　
進
さ
ん

（
江
戸
川
）
57
歳
　
食
道
が
ん

神
子
三
郎
さ
ん

（
東
個
協
）
69
歳
　
脳
梗
塞

橋
本
　
創
さ
ん

（
都
営
協
）
50
歳
　
胃
が
ん

福
田
証
治
さ
ん

（
東
個
協
）
71
歳
　
脳
出
血

小
出
正
彦
さ
ん

（
事
業
団
）
59
歳
　
心
臓
病

堀
口
　
清
さ
ん

（
個
団
連
）
67
歳
　
大
腸
が
ん

赤
城
吉
之
助
さ
ん
（
東
個
協
）
70
歳
　
多
臓
器
不
全

岡
村
幸
雄
さ
ん

（
東
個
協
）
72
歳
　
心
臓
発
作

訂
正
　
前
号
の
「
訃
報
」
欄
の
病
名
と
所
属
団
体
が
前
後

し
て
お
り
ま
し
た
。

　
　
　
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

車両使用制限命令を受けることとなる前歴

前歴の回数 ※1 納付命令の回数 ※2

なし ３回

１回 ２回

２回以上 １回

放置違反金の額（普通自動車）

放置駐車違反
　駐停車禁止場所等　18,000円

　　　　　　　駐車禁止場所等　　15,000円

駐停車違反　　駐車禁止場所等　　10,000円

※1  過去1年以内に使用制限命令を受けた回数　　※2  過去6ヵ月以内
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第
11
回
理
事
会
の
焦
点

法
人
と
の
協
力
体
制
、
駐
車
違
反
取
締
り
変
更

当
業
界
の
対
応
に
注
目
が
集
ま
る

　
第
11
回
理
事
会
は
、
５
月
23
日

（
火
）
午
後
一
時
か
ら
協
会
大
会
議

室
で
、
理
事
定
数
28
名
中
28
名
の
出

席
を
み
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
原
会
長
か
ら
の
冒
頭
の
挨
拶
は
、

次
の
3
点
で
す
。ま
ず
各
団
体
の
総

会
時
期
で
役
員
交
替
が
進
む
中
、
ご

勇
退
さ
れ
る
方
へ
の
慰
労
と
感
謝

を
、
ま
た
留
任
さ
れ
る
方
へ
は
変
わ

ら
ぬ
活
躍
に
期
待
す
る
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。
次
に
警
視
庁
主
催
「
セ
ー

フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
総
括
、
そ
し
て
「
タ
ク
シ
ー

サ
ー
ビ
ス
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
小
委
員

会
」
の
中
間
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
題
で
あ
る
「
報
告
事
項
」
は
14

項
目
、「
通
達
」
3
項
目
、「
議
題
」
6

項
目
と
、
議
案
数
が
多
く
密
度
の
濃

い
本
理
事
会
で
し
た
が
、
各
理
事
の

積
極
的
な
参
加
と
協
力
に
よ
り
、
無

事
に
終
了
。
第
27
回
通
常
総
会
提
出

議
案
に
関
す
る
件
、
第
27
回
通
常
総

会
等
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
す
る
件
、

第
27
回
通
常
総
会
に
お
け
る
来
賓
者

に
関
す
る
件
、
平
成
18
年
度
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
関
す
る
件
、
譖
東
京
都
個
人

タ
ク
シ
ー
協
会
表
彰
規
程
に
基
づ
く

役
員
等
表
彰
に
関
す
る
件
、
譖
全
国

個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
関
東
支
部
代
議

員
選
任
に
関
す
る
件
な
ど
6
項
目
の

「
議
題
」
は
す
べ
て
満
場
一
致
で
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
記
す
べ
き
は
質
疑
応
答
が
活
発

に
な
さ
れ
た
次
の
2
点
で
す
。
①
街

頭
指
導
時
の
法
人
タ
ク
シ
ー
と
の
協

力
体
制
に
つ
い
て
。
②
来
月
か
ら
実

施
さ
れ
る
「
民
間
委
託
に
よ
る
駐
車

違
反
取
締
」
に
つ
い
て
。
誰
も
が
関

心
の
高
い
事
項
で
す
の
で
、
今
後
の

動
向
に
注
目
す
る
と
と
も
に
、
意
見

交
換
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。

冒
頭
の
挨
拶
を
述
べ
る
原
会
長
。
議
案
数
が
多
く
、

密
度
の
濃
い
理
事
会
と
な
り
ま
し
た

平
成
17
年
度
　

決
算
報
告

　
平
成
18
年
５
月
16
日
（
火
）
午
後

1
時
か
ら
第
２
回
財
務
委
員
会
を
開

催
し
、
平
成
17
年
度
収
支
決
算
及

び
、平
成
18
年
度
収
支
予
算
に
関
す

る
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
17
年
度
の
収
支
決
算
に
つ
い

て
は
以
下
の
通
り
で
す
。

一
般
会
計

正
味
財
産
が
１
７
２
４
万
７
９
９
９

円
増
加
し
ま
し
た
。

共
済
会
計

給
付
に
つ
い
て
、死
亡
者
が
前
年
対

比
16
名
増
加
の
１
５
８
名
。

正
味
財
産
が
１
０
２
９
万
９
３
５
８

円
減
少
し
ま
し
た
。

達
成
率
が

下
回
る
結
果
に

　
一
昨
年
か
ら
参
加
し
て
い
る
警
視

庁
主
催
の
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ

バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
」。
平
成
17
年
度

は
参
加
者
が
大
幅
に
増
加
し
た
も
の

の
、
達
成
率
で
は
昨
年
の
66
％
を
下

回
り
、
50
％
の
40
組
が
達
成
す
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

収支計算書総括表
平成17年5月1日から平成18年4月30日まで

科　　　目 合　　計 一般会計 共済会計

Ⅰ収入の部

　　会  費 ・ 掛  金  収  入 213,982,000 143,401,100 70,580,900

　　事業収入 7,083,000 7,083,000 0

　　印刷物配付収入 2,201,180 2,201,180 0

　　受取利息 729,248 383 728,865

　　雑収入 200,000 200,000 0

　　当期収入合計（Ａ） 224,195,428 152,885,663 71,309,765

　　前 期 繰 越 収 支 差 額 305,883,599 48,501,741 257,381,858

　　収入合計（Ｂ） 530,079,027 201,387,404 328,691,623

Ⅱ支出の部

　　研修事業費 19,612,731 19,612,731 0

　　適正化事業費 22,013,025 22,013,025 0

　　教育広報事業費 11,515,492 11,515,492 0

　　統計事業費 6,806,489 6,806,489 0

　　経営改善事業費 8,034,993 8,034,993 0

　　安全サービス事業費 11,040,498 11,040,498 0

　　事務代行事業費 14,585,777 14,585,777 0

　　管理費 39,473,659 39,473,659 0

　　特定預金支出 51,056,741 51,056,741 0

　　共済給付金 74,675,000 0 74,675,000

　　未払給付金 6,695,000 0 6,695,000

　　支払手数料 56,385 0 56,385

　　有価証券利息支出 182,738 0 182,738

　　固定資産取得支出 148,860,000 0 148,860,000

　　当期支出合計（Ｃ） 414,608,528 184,139,405 230,469,123

　　当期収支差額（Ａ）－（Ｃ） △　　　190,413,100 △　　　 31,253,742 △　　　159,159,358

　　次期繰越収支差額（Ｂ）－（Ｃ） 115,470,499 17,247,999 98,222,500

（単位：円）

第
２
回
財
務
委
員
会
に
つ
い
て

期
間
‥
平
成
17
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で

参
加
者
‥
80
組
４
０
０
名

　
　
　
　（
５
名
１
組
）

　
　
　
　（
た
だ
し
、無
事
故
・
無
違

　
　
　
　
反
者
３
４
９
名
）

達
成
者
‥
40
組
２
０
０
名

達
成
チ
ー
ム
‥
東
京
都
個
人
タ
ク

シ
ー
協
同
組
合
足
立
第
一
支
部
、

荒
川
支
部
、
板
橋
第
一
支
部
、
大

田
第
二
支
部
、葛
飾
第
一
支
部
、葛

飾
第
二
支
部
、
北
支
部
、
北
第
二

支
部
、品
川
第
一
支
部
、品
川
第
二

支
部
、品
川
第
三
支
部
、杉
並
支
部
、

世
田
谷
第
一
支
部
、
世
田
谷
第
二

支
部
、
台
東
支
部
、
都
心
支
部
、
中

野
支
部
、練
馬
支
部
、文
京
第
一
支

部
、
武
三
支
部
、
新
東
京
支
部
、
南

多
摩
支
部
、
日
個
連
東
京
都
営
業

協
同
組
合
城
北
支
部
、
新
中
野
支

部
、
東
京
新
足
立
個
人
タ
ク
シ
ー

協
同
組
合
、
東
京
個
人
タ
ク
シ
ー

連
合
会
東
部
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業

協
同
組
合
、
北
区
個
人
タ
ク
シ
ー

協
同
組
合
、
個
団
連
個
人
タ
ク

シ
ー
協
同
組
合
東
支
部
、
友
和
支

部
、
小
岩
支
部
、
新
練
馬
支
部
、
都

民
支
部
、自
交
総
連
支
部
、豊
玉
支

部
、
多
摩
地
区
個
人
タ
ク
シ
ー
連

合
会
東
日
本
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同

組
合
、
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
団
協

同
組
合
、
個
人
タ
ク
シ
ー
四
〇
協

同
組
合
、
東
京
旅
客
個
人
タ
ク

シ
ー
協
会
、
練
馬
個
人
タ
ク
シ
ー

事
業
協
同
組
合
、
新
興
個
人
タ
ク

シ
ー
協
同
組
合

  

平
成
17
年
度
　
セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
報
告

123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
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５
月
17
日
、国
土
交
通
省
で
平
成
18
年
春
の
黄
綬
褒
章
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
か
ら
は
全
国
で
３
名
が
受
章
。
東
京
か
ら
は

東
京
都
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合
文
京
第
二
支
部
の
永
倉
國
三
郎
さ
ん
、東

京
個
人
タ
ク
シ
ー
連
合
会
・
東
部
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
協
同
組
合
の
中
村
丈

夫
さ
ん
が
長
年
の
仕
事
ぶ
り
を
評
価
さ
れ
、
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
お
二
人
の

喜
び
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

　
平
成
18
年
春
の
黄
綬
褒
章

受
章
ま
で
の
道
の
り
を
支
え
た

「
誇
り
」と「
感
謝
の
心
」

「
か
た
つ
む
り
」
の

の
れ
ん
と
と
も
に
30
年

永
倉
國
三
郎
さ
ん
（
77
歳
）

　
法
人
タ
ク
シ
ー
と
し
て
23
年
余
、

個
人
タ
ク
シ
ー
と
し
て
30
年
10
ヵ

月
、
こ
の
道
一
筋
に
53
年
10
ヵ
月
。

昭
和
48
年
警
視
庁
交
通
部
長
よ
り
特

別
優
良
章
な
ら
び
に
感
謝
状
、
平
成

6
年
運
輸
大
臣
よ
り
表
彰
状
、同
年

財
団
法
人
東
京
タ
ク
シ
ー
近
代
化
セ

ン
タ
ー
会
長
よ
り
20
年
無
事
故
無
違

反
の
模
範
運
転
者
と
し
て
表
彰
状
。

永
倉
國
三
郎
さ
ん
談
「
諸
官
庁
・
省

庁
な
ら
び
に
東
京
都
個
人
タ
ク
シ
ー

協
同
組
合
本
部
役
員
・
支
部
事
務
職

員
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
、
黄
綬
褒
章
を
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ひ
と
え
に
皆
様
の
ご

支
援
の
た
ま
も
の
と
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
一
層
精
進
し
、
い
さ
さ
か
な

り
と
も
ご
厚
情
に
報
い
る
べ
く
、
微

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　「
か
た
つ
む
り
」
の
の
れ
ん
を
汚

さ
ず
、
誇
り
を
持
っ
て
、
一
心
に
仕

事
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。
お
客
様

が
あ
っ
て
こ
そ
、
私
ど
も
の
生
活
が

成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、

丁
重
な
接
客
を
心
が
け
て
き
ま
し

た
。
こ
う
し
て
53
年
の
間
が
ん
ば
れ

た
の
は
、
雨
の
日
も
雪
の
日
も
、
朝

夕
の
見
回
り
を
し
、
影
に
日
向
に
私

を
支
え
て
く
れ
た
女
房
の
お
か
げ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
」

奥
様
談
「
た
だ
た
だ
事
故
が
な
い
よ

う
に
と
、
安
全
運
転
を
願
っ
て
お
り

ま
し
た
。
皆
様
の
ご
支
援
あ
っ
て
こ

そ
本
日
が
あ
る
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

●
●
●

誠
実
一
筋
に
「
乗
っ
て
安
心

個
人
タ
ク
シ
ー
」
を
実
践

中
村
丈
夫
さ
ん
（
73
歳
）

「
53
年
間
が
ん
ば
れ
た
の
は
、女
房
の
お
か
げ
」
と
語

る
永
倉
國
三
郎
さ
ん
と
奥
様

　
法
人
タ
ク
シ
ー
と
し
て
17
年
3
ヵ

月
、
個
人
タ
ク
シ
ー
と
し
て
35
年

1
ヵ
月
、こ
の
道
一
筋
に
52
年
4
ヵ

月
。
昭
和
53
年
警
視
庁
交
通
部
長
よ

り
特
別
優
良
章
な
ら
び
に
感
謝
状
。

平
成
元
年
運
輸
大
臣
よ
り
表
彰
状
、

平
成
4
年
財
団
法
人
東
京
タ
ク
シ
ー

近
代
化
セ
ン
タ
ー
会
長
よ
り
30
年
無

事
故
無
違
反
の
模
範
運
転
者
と
し
て

表
彰
状
。

中
村
丈
夫
さ
ん
談「
こ
の
よ
う
な
光

栄
な
章
を
い
た
だ
き
、感
激
い
た
し

て
お
り
ま
す
。こ
れ
も
す
べ
て
多
く

の
先
輩
諸
氏
は
じ
め
組
合
の
皆
様

か
ら
の
ご
指
導
、
お
引
き
立
て
が

あ
っ
て
こ
そ
と
、心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。本
日
の
晴
れ
の
日
に
際

し
思
い
出
す
の
は
、あ
る
お
客
様
の

こ
と
で
す
。10
数
年
前
に
お
乗
せ
し

た
そ
の
お
客
様
も
、本
日
の
よ
う
な

盛
大
な
表
彰
式
に
出
席
し
、感
極
ま

り
意
気
高
揚
と
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
た
め
か
、
大
事
な
消
防
団

の
制
帽
を
車
内
に
残
し
た
ま
ま
下

車
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。『
秋
田

に
帰
る
』
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
急

い
で
連
絡
を
取
り
女
房
と
連
携
し

な
が
ら
列
車
に
間
に
合
う
よ
う
に

上
野
駅
ま
で
届
け
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。無
事
に
お
客
様
の
手
元
に
制

帽
が
戻
り
、た
い
へ
ん
喜
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
」

奥
様
談
「
お
客
様
を
愛
し
大
切
に

し
て
き
た
主
人
は
、
お
客
様
か
ら

も
愛
さ
れ
、
ま
た
大
勢
の
皆
様
の

目
に
見
え
な
い
ご
支
援
を
た
ま
わ

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」

中
村
丈
夫
さ
ん
ご
夫
妻
。お
客
様
の
た
め
に
、夫
婦

そ
ろ
っ
て
奔
走
し
た
こ
と
も

　
４
月
末
特
別
街
頭
指
導
実
施
結
果
報
告

31
団
体
43
名
の
事
業
者
を
指
導

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・
実
施
日
時

　
平
成
18
年
４
月
25
日
（
火
）

26
日
（
水
）

　
午
後
10
時
か
ら
翌
午
前
１
時

　（
最
初
の
１
時
間
は
私
服
で
調
査
）

・
指
導
場
所

　
25
日

　
銀
座
・
新
橋
・
神
田
・
上
野
地
区

　
26
日

　
銀
座
・
新
橋
・
赤
坂
・
八
重
洲
地
区

　
計
40
名
の
委
員
・
推
進
指
導
員
と
赤
坂
警
察
署
、
愛
宕
警
察
署
、
上
野

警
察
署
が
連
携
し
て
指
導
に
当
り
、
31
団
体
43
名
の
事
業
者
が
不
適
正
、

又
は
不
適
正
と
思
わ
れ
る
待
機
と
し
て
現
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
事
業

者
に
は
、
所
属
団
体
長
を
通
じ
て
適
正
化
指
導
及
び
指
導
報
告
書
提
出
を

要
求
。
ま
た
、
指
導
の
際
の
暴
言
も
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
暴
言
事

業
者
に
は
指
導
を
し
、
こ
の
様
な
行
為
を
し
な
い
旨
の
誓
約
書
の
提
出
を

求
め
ま
し
た
。

タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー

平
成
18
年
6
月
の
街
頭
指
導
計
画

重
点
指
導
地
区

１
　
六
本
木
周
辺
に
お
け
る
乗
り
場
周
辺
の
交
通
安
全
業
務
及
び
違
法
行

為
の
防
止
指
導

２
　
渋
谷
駅
周
辺
に
お
け
る
違
法
行
為
の
防
止
指
導
及
び
乗
り
場
周
辺
の

交
通
安
全
業
務

準
重
点
指
導
地
区

１
　
銀
座
地
区
に
お
け
る
違
法
行
為
の
防
止
指
導
及
び
乗
り
場
周
辺
の
交

通
安
全
業
務

２
　
池
袋
駅
周
辺
に
お
け
る
違
法
行
為
の
防
止
指
導
及
び
乗
り
場
周
辺
の

交
通
安
全
業
務
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第
11
回
理
事
会
の
焦
点

法
人
と
の
協
力
体
制
、
駐
車
違
反
取
締
り
変
更

当
業
界
の
対
応
に
注
目
が
集
ま
る

　
第
11
回
理
事
会
は
、
５
月
23
日

（
火
）
午
後
一
時
か
ら
協
会
大
会
議

室
で
、
理
事
定
数
28
名
中
28
名
の
出

席
を
み
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
原
会
長
か
ら
の
冒
頭
の
挨
拶
は
、

次
の
3
点
で
す
。ま
ず
各
団
体
の
総

会
時
期
で
役
員
交
替
が
進
む
中
、
ご

勇
退
さ
れ
る
方
へ
の
慰
労
と
感
謝

を
、
ま
た
留
任
さ
れ
る
方
へ
は
変
わ

ら
ぬ
活
躍
に
期
待
す
る
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。
次
に
警
視
庁
主
催
「
セ
ー

フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
総
括
、
そ
し
て
「
タ
ク
シ
ー

サ
ー
ビ
ス
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
小
委
員

会
」
の
中
間
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
題
で
あ
る
「
報
告
事
項
」
は
14

項
目
、「
通
達
」
3
項
目
、「
議
題
」
6

項
目
と
、
議
案
数
が
多
く
密
度
の
濃

い
本
理
事
会
で
し
た
が
、
各
理
事
の

積
極
的
な
参
加
と
協
力
に
よ
り
、
無

事
に
終
了
。
第
27
回
通
常
総
会
提
出

議
案
に
関
す
る
件
、
第
27
回
通
常
総

会
等
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
す
る
件
、

第
27
回
通
常
総
会
に
お
け
る
来
賓
者

に
関
す
る
件
、
平
成
18
年
度
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
関
す
る
件
、
譖
東
京
都
個
人

タ
ク
シ
ー
協
会
表
彰
規
程
に
基
づ
く

役
員
等
表
彰
に
関
す
る
件
、
譖
全
国

個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
関
東
支
部
代
議

員
選
任
に
関
す
る
件
な
ど
6
項
目
の

「
議
題
」
は
す
べ
て
満
場
一
致
で
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
記
す
べ
き
は
質
疑
応
答
が
活
発

に
な
さ
れ
た
次
の
2
点
で
す
。
①
街

頭
指
導
時
の
法
人
タ
ク
シ
ー
と
の
協

力
体
制
に
つ
い
て
。
②
来
月
か
ら
実

施
さ
れ
る
「
民
間
委
託
に
よ
る
駐
車

違
反
取
締
」
に
つ
い
て
。
誰
も
が
関

心
の
高
い
事
項
で
す
の
で
、
今
後
の

動
向
に
注
目
す
る
と
と
も
に
、
意
見

交
換
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。

冒
頭
の
挨
拶
を
述
べ
る
原
会
長
。
議
案
数
が
多
く
、

密
度
の
濃
い
理
事
会
と
な
り
ま
し
た

平
成
17
年
度
　

決
算
報
告

　
平
成
18
年
５
月
16
日
（
火
）
午
後

1
時
か
ら
第
２
回
財
務
委
員
会
を
開

催
し
、
平
成
17
年
度
収
支
決
算
及

び
、平
成
18
年
度
収
支
予
算
に
関
す

る
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
17
年
度
の
収
支
決
算
に
つ
い

て
は
以
下
の
通
り
で
す
。

一
般
会
計

正
味
財
産
が
１
７
２
４
万
７
９
９
９

円
増
加
し
ま
し
た
。

共
済
会
計

給
付
に
つ
い
て
、死
亡
者
が
前
年
対

比
16
名
増
加
の
１
５
８
名
。

正
味
財
産
が
１
０
２
９
万
９
３
５
８

円
減
少
し
ま
し
た
。

達
成
率
が

下
回
る
結
果
に

　
一
昨
年
か
ら
参
加
し
て
い
る
警
視

庁
主
催
の
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ

バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
」。
平
成
17
年
度

は
参
加
者
が
大
幅
に
増
加
し
た
も
の

の
、
達
成
率
で
は
昨
年
の
66
％
を
下

回
り
、
50
％
の
40
組
が
達
成
す
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

収支計算書総括表
平成17年5月1日から平成18年4月30日まで

科　　　目 合　　計 一般会計 共済会計

Ⅰ収入の部

　　会  費 ・ 掛  金  収  入 213,982,000 143,401,100 70,580,900

　　事業収入 7,083,000 7,083,000 0

　　印刷物配付収入 2,201,180 2,201,180 0

　　受取利息 729,248 383 728,865

　　雑収入 200,000 200,000 0

　　当期収入合計（Ａ） 224,195,428 152,885,663 71,309,765

　　前 期 繰 越 収 支 差 額 305,883,599 48,501,741 257,381,858

　　収入合計（Ｂ） 530,079,027 201,387,404 328,691,623

Ⅱ支出の部

　　研修事業費 19,612,731 19,612,731 0

　　適正化事業費 22,013,025 22,013,025 0

　　教育広報事業費 11,515,492 11,515,492 0

　　統計事業費 6,806,489 6,806,489 0

　　経営改善事業費 8,034,993 8,034,993 0

　　安全サービス事業費 11,040,498 11,040,498 0

　　事務代行事業費 14,585,777 14,585,777 0

　　管理費 39,473,659 39,473,659 0

　　特定預金支出 51,056,741 51,056,741 0

　　共済給付金 74,675,000 0 74,675,000

　　未払給付金 6,695,000 0 6,695,000

　　支払手数料 56,385 0 56,385

　　有価証券利息支出 182,738 0 182,738

　　固定資産取得支出 148,860,000 0 148,860,000

　　当期支出合計（Ｃ） 414,608,528 184,139,405 230,469,123

　　当期収支差額（Ａ）－（Ｃ） △　　　190,413,100 △　　　 31,253,742 △　　　159,159,358

　　次期繰越収支差額（Ｂ）－（Ｃ） 115,470,499 17,247,999 98,222,500

（単位：円）

第
２
回
財
務
委
員
会
に
つ
い
て

期
間
‥
平
成
17
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で

参
加
者
‥
80
組
４
０
０
名

　
　
　
　（
５
名
１
組
）

　
　
　
　（
た
だ
し
、無
事
故
・
無
違

　
　
　
　
反
者
３
４
９
名
）

達
成
者
‥
40
組
２
０
０
名

達
成
チ
ー
ム
‥
東
京
都
個
人
タ
ク

シ
ー
協
同
組
合
足
立
第
一
支
部
、

荒
川
支
部
、
板
橋
第
一
支
部
、
大

田
第
二
支
部
、葛
飾
第
一
支
部
、葛

飾
第
二
支
部
、
北
支
部
、
北
第
二

支
部
、品
川
第
一
支
部
、品
川
第
二

支
部
、品
川
第
三
支
部
、杉
並
支
部
、

世
田
谷
第
一
支
部
、
世
田
谷
第
二

支
部
、
台
東
支
部
、
都
心
支
部
、
中

野
支
部
、練
馬
支
部
、文
京
第
一
支

部
、
武
三
支
部
、
新
東
京
支
部
、
南

多
摩
支
部
、
日
個
連
東
京
都
営
業

協
同
組
合
城
北
支
部
、
新
中
野
支

部
、
東
京
新
足
立
個
人
タ
ク
シ
ー

協
同
組
合
、
東
京
個
人
タ
ク
シ
ー

連
合
会
東
部
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業

協
同
組
合
、
北
区
個
人
タ
ク
シ
ー

協
同
組
合
、
個
団
連
個
人
タ
ク

シ
ー
協
同
組
合
東
支
部
、
友
和
支

部
、
小
岩
支
部
、
新
練
馬
支
部
、
都

民
支
部
、自
交
総
連
支
部
、豊
玉
支

部
、
多
摩
地
区
個
人
タ
ク
シ
ー
連

合
会
東
日
本
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同

組
合
、
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
団
協

同
組
合
、
個
人
タ
ク
シ
ー
四
〇
協

同
組
合
、
東
京
旅
客
個
人
タ
ク

シ
ー
協
会
、
練
馬
個
人
タ
ク
シ
ー

事
業
協
同
組
合
、
新
興
個
人
タ
ク

シ
ー
協
同
組
合

  

平
成
17
年
度
　
セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
報
告

123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
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123456
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123456
123456
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123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
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123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
123456
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５
月
17
日
、国
土
交
通
省
で
平
成
18
年
春
の
黄
綬
褒
章
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
か
ら
は
全
国
で
３
名
が
受
章
。
東
京
か
ら
は

東
京
都
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合
文
京
第
二
支
部
の
永
倉
國
三
郎
さ
ん
、東

京
個
人
タ
ク
シ
ー
連
合
会
・
東
部
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
協
同
組
合
の
中
村
丈

夫
さ
ん
が
長
年
の
仕
事
ぶ
り
を
評
価
さ
れ
、
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
お
二
人
の

喜
び
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

　
平
成
18
年
春
の
黄
綬
褒
章

受
章
ま
で
の
道
の
り
を
支
え
た

「
誇
り
」と「
感
謝
の
心
」

「
か
た
つ
む
り
」
の

の
れ
ん
と
と
も
に
30
年

永
倉
國
三
郎
さ
ん
（
77
歳
）

　
法
人
タ
ク
シ
ー
と
し
て
23
年
余
、

個
人
タ
ク
シ
ー
と
し
て
30
年
10
ヵ

月
、
こ
の
道
一
筋
に
53
年
10
ヵ
月
。

昭
和
48
年
警
視
庁
交
通
部
長
よ
り
特

別
優
良
章
な
ら
び
に
感
謝
状
、
平
成

6
年
運
輸
大
臣
よ
り
表
彰
状
、同
年

財
団
法
人
東
京
タ
ク
シ
ー
近
代
化
セ

ン
タ
ー
会
長
よ
り
20
年
無
事
故
無
違

反
の
模
範
運
転
者
と
し
て
表
彰
状
。

永
倉
國
三
郎
さ
ん
談
「
諸
官
庁
・
省

庁
な
ら
び
に
東
京
都
個
人
タ
ク
シ
ー

協
同
組
合
本
部
役
員
・
支
部
事
務
職

員
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
、
黄
綬
褒
章
を
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ひ
と
え
に
皆
様
の
ご

支
援
の
た
ま
も
の
と
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
一
層
精
進
し
、
い
さ
さ
か
な

り
と
も
ご
厚
情
に
報
い
る
べ
く
、
微

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　「
か
た
つ
む
り
」
の
の
れ
ん
を
汚

さ
ず
、
誇
り
を
持
っ
て
、
一
心
に
仕

事
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。
お
客
様

が
あ
っ
て
こ
そ
、
私
ど
も
の
生
活
が

成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、

丁
重
な
接
客
を
心
が
け
て
き
ま
し

た
。
こ
う
し
て
53
年
の
間
が
ん
ば
れ

た
の
は
、
雨
の
日
も
雪
の
日
も
、
朝

夕
の
見
回
り
を
し
、
影
に
日
向
に
私

を
支
え
て
く
れ
た
女
房
の
お
か
げ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
」

奥
様
談
「
た
だ
た
だ
事
故
が
な
い
よ

う
に
と
、
安
全
運
転
を
願
っ
て
お
り

ま
し
た
。
皆
様
の
ご
支
援
あ
っ
て
こ

そ
本
日
が
あ
る
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

●
●
●

誠
実
一
筋
に
「
乗
っ
て
安
心

個
人
タ
ク
シ
ー
」
を
実
践

中
村
丈
夫
さ
ん
（
73
歳
）

「
53
年
間
が
ん
ば
れ
た
の
は
、女
房
の
お
か
げ
」
と
語

る
永
倉
國
三
郎
さ
ん
と
奥
様

　
法
人
タ
ク
シ
ー
と
し
て
17
年
3
ヵ

月
、
個
人
タ
ク
シ
ー
と
し
て
35
年

1
ヵ
月
、こ
の
道
一
筋
に
52
年
4
ヵ

月
。
昭
和
53
年
警
視
庁
交
通
部
長
よ

り
特
別
優
良
章
な
ら
び
に
感
謝
状
。

平
成
元
年
運
輸
大
臣
よ
り
表
彰
状
、

平
成
4
年
財
団
法
人
東
京
タ
ク
シ
ー

近
代
化
セ
ン
タ
ー
会
長
よ
り
30
年
無

事
故
無
違
反
の
模
範
運
転
者
と
し
て

表
彰
状
。

中
村
丈
夫
さ
ん
談「
こ
の
よ
う
な
光

栄
な
章
を
い
た
だ
き
、感
激
い
た
し

て
お
り
ま
す
。こ
れ
も
す
べ
て
多
く

の
先
輩
諸
氏
は
じ
め
組
合
の
皆
様

か
ら
の
ご
指
導
、
お
引
き
立
て
が

あ
っ
て
こ
そ
と
、心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。本
日
の
晴
れ
の
日
に
際

し
思
い
出
す
の
は
、あ
る
お
客
様
の

こ
と
で
す
。10
数
年
前
に
お
乗
せ
し

た
そ
の
お
客
様
も
、本
日
の
よ
う
な

盛
大
な
表
彰
式
に
出
席
し
、感
極
ま

り
意
気
高
揚
と
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
た
め
か
、
大
事
な
消
防
団

の
制
帽
を
車
内
に
残
し
た
ま
ま
下

車
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。『
秋
田

に
帰
る
』
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
急

い
で
連
絡
を
取
り
女
房
と
連
携
し

な
が
ら
列
車
に
間
に
合
う
よ
う
に

上
野
駅
ま
で
届
け
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。無
事
に
お
客
様
の
手
元
に
制

帽
が
戻
り
、た
い
へ
ん
喜
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
」

奥
様
談
「
お
客
様
を
愛
し
大
切
に

し
て
き
た
主
人
は
、
お
客
様
か
ら

も
愛
さ
れ
、
ま
た
大
勢
の
皆
様
の

目
に
見
え
な
い
ご
支
援
を
た
ま
わ

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」

中
村
丈
夫
さ
ん
ご
夫
妻
。お
客
様
の
た
め
に
、夫
婦

そ
ろ
っ
て
奔
走
し
た
こ
と
も

　
４
月
末
特
別
街
頭
指
導
実
施
結
果
報
告

31
団
体
43
名
の
事
業
者
を
指
導
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・
実
施
日
時

　
平
成
18
年
４
月
25
日
（
火
）

26
日
（
水
）

　
午
後
10
時
か
ら
翌
午
前
１
時

　（
最
初
の
１
時
間
は
私
服
で
調
査
）

・
指
導
場
所

　
25
日

　
銀
座
・
新
橋
・
神
田
・
上
野
地
区

　
26
日

　
銀
座
・
新
橋
・
赤
坂
・
八
重
洲
地
区

　
計
40
名
の
委
員
・
推
進
指
導
員
と
赤
坂
警
察
署
、
愛
宕
警
察
署
、
上
野

警
察
署
が
連
携
し
て
指
導
に
当
り
、
31
団
体
43
名
の
事
業
者
が
不
適
正
、

又
は
不
適
正
と
思
わ
れ
る
待
機
と
し
て
現
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
事
業

者
に
は
、
所
属
団
体
長
を
通
じ
て
適
正
化
指
導
及
び
指
導
報
告
書
提
出
を

要
求
。
ま
た
、
指
導
の
際
の
暴
言
も
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
暴
言
事

業
者
に
は
指
導
を
し
、
こ
の
様
な
行
為
を
し
な
い
旨
の
誓
約
書
の
提
出
を

求
め
ま
し
た
。

タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー

平
成
18
年
6
月
の
街
頭
指
導
計
画

重
点
指
導
地
区

１
　
六
本
木
周
辺
に
お
け
る
乗
り
場
周
辺
の
交
通
安
全
業
務
及
び
違
法
行

為
の
防
止
指
導

２
　
渋
谷
駅
周
辺
に
お
け
る
違
法
行
為
の
防
止
指
導
及
び
乗
り
場
周
辺
の

交
通
安
全
業
務

準
重
点
指
導
地
区

１
　
銀
座
地
区
に
お
け
る
違
法
行
為
の
防
止
指
導
及
び
乗
り
場
周
辺
の
交

通
安
全
業
務

２
　
池
袋
駅
周
辺
に
お
け
る
違
法
行
為
の
防
止
指
導
及
び
乗
り
場
周
辺
の

交
通
安
全
業
務
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平
成
17
年
度
事
業
報
告
　
一
部
抜
粋

現
状
を
打
破
し
、
更
な
る
発
展
を
目
指
す

車
両
数
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に

　
規
制
緩
和
以
降
、
法
人
業
界
は
大

幅
に
車
両
数
を
増
や
し
た
の
に
対

し
、
個
人
業
界
は
こ
の
４
年
間
で
約

８
０
０
両
減
少
。
こ
の
１
年
間
で
は

２
６
１
名
減
で
、
年
度
末
現
在
１
８，

４
８
８
人
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は

こ
の
格
差
が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
は

必
至
で
す
。

　
こ
の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
を
か

け
、
事
業
者
数
を
維
持
し
、
利
用
者

に
レ
ベ
ル
の
高
い
個
人
タ
ク
シ
ー
の

存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と

が
、
今
何
よ
り
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

本
年
度
の
東
京
の
新
規
許
可
者
は
３

８
８
名
で
前
の
年
よ
り
１
５
２
名
も

減
り
ま
し
た
。
高
年
齢
者
雇
用
安
定

法
の
施
行
に
よ
り
法
人
業
界
か
ら
の

流
入
が
狭
ま
る
中
で
、
各
会
員
団
体

に
は
申
請
者
の
確
保
に
努
め
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
個
人
タ
ク
シ
ー
の

営
業
面
に
お
け
る
優
位
性
を
広
く
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
に
加
え
、
行

政
に
対
し
て
資
格
要
件
の
緩
和
に
つ

い
て
強
く
要
望
し
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

運
賃
値
下
げ
ス
パ
イ
ラ
ル
の

回
避
を
目
指
す

　
東
京
業
界
に
お
い
て
も
運
賃
の
多

様
化
が
徐
々
に
進
行
し
て
き
ま
し

た
。
法
人
業
界
で
は
無
線
グ
ル
ー
プ

を
中
心
に
大
口
顧
客
に
対
す
る
深
夜

早
朝
の
運
賃
を
10
〜
12
％
割
り
引
く

事
業
者
が
１
８
０
余
社
、
さ
ら
に
各

種
の
遠
距
離
割
引
に
加
え
高
齢
者
割

引
等
も
一
部
で
導
入
さ
れ
、
か
な
り

多
様
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
サ
ー
ビ
ス
面
で
の
競
争
に

加
え
、
運
賃
・
料
金
面
に
お
け
る
競

争
の
激
化
も
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。

個
人
業
界
は
冷
静
に
全
体
の
動
向
を

見
据
え
つ
つ
値
下
げ
ス
パ
イ
ラ
ル
の

回
避
に
努
め
、
一
体
と
な
っ
て
的
確

に
対
処
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

個
人
タ
ク
シ
ー

信
頼
回
復
へ
の
取
り
組
み

　
社
団
法
人
全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協

会
の
策
定
し
た
「
サ
ー
ビ
ス
向
上
推

進
５
ヵ
年
計
画
」
に
則
り
中
核
リ
ー

ダ
ー
養
成
の
た
め
の
研
修
会
を
開

催
。
東
京
か
ら
は
95
名
が
中
核
リ
ー

ダ
ー
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
社
団
法
人
東
京
都
個
人
タ
ク
シ
ー

協
会
に
お
い
て
は
、
前
年
度
に
整
備

し
た
街
頭
営
業
適
正
化
指
導
規
程
を

活
用
し
て
営
業
現
場
の
適
正
化
に
努

め
ま
し
た
。

　
利
用
者
の
信
頼
回
復
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
、
苦
情
申
告
に
対
す
る
懇

切
な
対
応
も
重
要
な
こ
と
で
す
。
平

成
17
年
度
中
の
苦
情
等
総
件
数
は
２

９
４
件
、
前
年
度
よ
り
59
件
増
え
ま

し
た
。
ま
た
、
増
え
す
ぎ
た
タ
ク

シ
ー
の
待
機
問
題
が
行
政
や
自
治
体

と
り
わ
け
所
轄
警
察
署
に
は
連
日
の

よ
う
に
苦
情
要
望
が
入
り
、
業
界
も

是
正
対
策
会
議
や
街
頭
指
導
に
大
い

に
汗
を
流
し
た
１
年
で
し
た
。

事
故
防
止
・
安
全
確
保
は

最
大
の
使
命

　
当
協
会
で
の
昨
年
の
死
亡
事
故
は

６
件
で
直
近
の
２
年
を
上
回
り
ま
し

た
。

　
譖
全
個
協
で
は
安
全
運
行
指
導
員

制
度
の
導
入
が
計
画
さ
れ
、
誠
に
時

宜
を
得
た
も
の
で
す
が
、
導
入
後
の

明
確
か
つ
具
体
的
な
実
効
を
検
証
で

き
る
仕
組
み
も
盛
り
込
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
一
昨
年
か
ら
参
加
し
た
警
視
庁
主

催
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
バ
ー
コ
ン

テ
ス
ト
」
に
は
80
組
４
０
０
人
が
参

加
。
結
果
は
40
組
が
無
事
故
無
違
反

を
達
成
し
、
達
成
率
で
は
前
回
を
下

回
り
ま
し
た
。

成
果
を
あ
げ
た

「
利
用
者
感
謝
の
日
」
広
報
活
動

　
昨
年
12
月
13
日
に
「
利
用
者
感
謝

の
日
」
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
、
当
協
会

と
し
て
始
め
て
業
界
の
現
状
、
運

賃
、
マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
等
の
説
明
チ

ラ
シ
を
作
成
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
兼
ね
た
抽
選
付
き
ハ
ガ
キ
と
記
念

品
を
セ
ッ
ト
し
て
、
中
核
リ
ー
ダ
ー

77
名
に
出
動
願
い
、
都
内
の
主
要
12

駅
で
タ
ク
シ
ー
利
用
者
等
２，

０
０

０
人
に
こ
れ
ら
を
配
布
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
ハ
ガ
キ
も
10
％
近
い
回

収
率
で
、
当
選
者
は
会
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
景

品
を
お
送
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
い

た
だ
い
た
貴
重
な
意
見
は
今
後
の
事

業
運
営
の
参
考
と
し
て
活
用
す
る

等
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

団
体
を
あ
げ
て

健
康
管
理
を

　
事
業
者
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
、

本
年
度
も
健
康
診
断
の
実
施
状
況
や

結
果
を
調
査
し
ま
し
た
。
死
亡
原
因

で
突
出
し
て
い
る
の
は
癌
で
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
要
再
検
・
再
診
者
に

受
診
の
指
導
と
そ
の
後
の
健
康
管
理

に
つ
い
て
、
団
体
を
あ
げ
て
強
力
な

指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。
各
団
体
の

健
康
管
理
に
格
差
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
年
度
か
ら
団
体
別
の
取
り
組

み
の
一
部
を
公
表
し
、
今
後
は
さ
ら

に
拡
大
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
死
亡
給
付
を
内
容
と
し
た
共
済
事

業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
７
月
か
ら
拠

出
金
を
月
額
３
０
０
円
に
減
額
し
負

担
を
軽
減
、
繰
越
金
を
有
利
に
運
用

す
べ
く
１
億
５
千
万
円
で
国
債
を
購

入
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
給
付
申
請
に

際
し
、
給
付
細
則
の
一
部
改
正
を
行

い
、
簡
素
化
と
給
付
の
迅
速
化
を
図

り
ま
し
た
。

組
織
運
営
、

業
界
の
展
望

　
平
成
11
年
に
「
組
織
運
営
見
直
し

特
別
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
平
成

13
年
に
は
課
題
を
具
体
化
す
る
た
め

「
組
織
運
営
改
革
実
行
特
別
委
員
会
」

を
設
置
。
残
さ
れ
て
い
た
「
各
種
会

議
の
運
営
に
つ
い
て
」
の
最
終
答
申

を
昨
年
７
月
27
日
に
答
申
し
、
そ
の

役
割
を
終
え
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
個
人
情
報
保
護
方

針
及
び
取
り
扱
い
の
制
定
、
街
頭
営

業
適
正
化
指
導
規
程
、
街
頭
営
業
適

正
化
実
施
要
綱
、
個
人
タ
ク
シ
ー
事

業
者
研
修
会
実
施
要
項
、
表
彰
規
程

及
び
許
可
等
申
請
事
務
取
扱
要
領
等

の
一
部
改
定
を
行
な
う
等
、
実
態
に

即
し
た
ル
ー
ル
や
事
務
手
続
き
の
簡

素
化
に
努
め
ま
し
た
。

　
国
土
交
通
省
も
昨
年
10
月
、
交
通

政
策
審
議
会
に
「
タ
ク
シ
ー
サ
ー
ビ

ス
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
小
委
員
会
」
を

設
置
。
個
人
タ
ク
シ
ー
業
界
か
ら
原

会
長
が
委
員
と
し
て
参
画
し
、

「
サ
ー
ビ
ス
向
上
推
進
５
ヵ
年
計
画
」

「
安
全
運
行
指
導
員
制
度
」
な
ど
基

本
姿
勢
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、

リ
ー
ス
制
や
企
業
内
個
人
タ
ク
シ
ー

に
つ
い
て
は
否
定
的
な
考
え
方
を
示

す
一
方
、
乗
務
員
の
登
録
業
務
に
際

し
周
辺
地
区
と
の
横
の
つ
な
が
り
を

求
め
た
ほ
か
、
法
人
業
界
の
高
齢
化

に
鑑
み
、
年
齢
制
限
の
必
要
性
も
言

及
し
ま
し
た
。
委
員
会
は
６
月
下
旬

を
目
途
に
最
終
報
告
案
を
ま
と
め
る

予
定
。
最
大
の
関
心
を
持
っ
て
注
視

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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平成17年度苦情・要望等集計報告書
（平成17年５月１日～平成18年４月30日）

内容別 申告事案 匿名事案

接客態度不良 66 件 45 件

セクハラ 0 件 1 件

福祉・障害者関係 9 件 1 件

地理不案内　 6 件 7 件

言葉使い 41 件 30 件

領収書トラブル　 2 件 0 件

荷物積み卸しトラブル　 1 件 0 件

その他 7 件 6 件

料金トラブル 11 件 3 件

釣り銭トラブル 8 件 4 件

迂回運転 14 件 3 件

運転操作不適切 2 件 2 件

乱暴運転・危険運転 17 件 9 　件

運転マナー 6 件 11 件

目的地違い 8 件 4 件

車内異臭・車内清掃不良 1 件 1 件

高齢によるもの 0 件 2 件

運送の引受けの拒絶 9 件 0 件

客選び行為 1 件 0 件

メーター操作不適切 3 件 1 件

ドア開閉不注意 3 件 1 件

その他 7 件 3 件

○後部座席が濡れていた。　○待機車両とのトラブル（2件）　○高速道路強要　○痴呆症　○団体対応不適切　

○タクシー乗り場での客待ち待機トラブル　○事業者体調不良　○当て逃げ　○迷惑駐車25台

受付総合計 294 件

前年同期 235 件

要望 5 件 0 件

感謝 2 件 6 件

指導通報 特定者 33 件 特定不能 3 件

合　計 196 件 98 件

前年同期 160 件 75 件

平成18年６月１日から

駐車違反の取締りが変わります
平成16年6月9日に公布された道路交通法の一部を改正する法律

（平成16年法律第90号）のうち、違法駐車対策関係の改正では、

放置車両使用者責任の拡充、放置駐車取締り関係事務の民間委託、

その他違法駐車対策の推進を図るための規定が整備されました。

 １ 車両の所有者などを対象とした
放置違反金の制度が導入されます。

　放置駐車違反の車両について、運転者が反則金を納付しない場

合には、その車両の所有者などに対して、放置違反金（反則金と

同額）の納付が命ぜられます。さらに、放置違反金納付命令を繰

り返し受けた常習違反者は、一定期間、車両の使用が制限されま

す（普通自動車の使用制限期間は2ヵ月の範囲内）。

 ２ 都内では、12区43署で民間委託が行われます。
　千代田区、中央区、港区、新宿区、文京区、台東区、墨田区、江

東区、品川区、渋谷区、豊島区、江戸川区の各警察署において、確

認事務の民間委託が行われます。

 ３ 警察官以外に、民間の駐車監視員も
放置駐車違反の確認を行います。

　12区43署では、警察官以外に民間の駐車監視員も巡回し、放置駐

 ４ 悪質・危険、迷惑な違反を重点に、
短時間の放置駐車も取り締まります。

　短時間の駐車でも、それが繰り返し行われれば、安全で円滑な

交通が妨げられるだけではなく、事故の原因にもなります。駐車

時間の長短にかかわらず、放置駐車違反の車両については確認標

章を取り付けます。

 ５ 放置違反金を納付しないと、
車検が受けられなくなります。

　放置違反金を滞納して公安委員会から督促を受けた者は、滞納

処分による強制徴収の対象となります。

　また、放置違反金が納付されなければ、車検の手続きを完了す

ることができなくなります。車検時に、放置違反金を納付したこ

と、または徴収されたことを証する書面を提示しなければ、自動

車検査証の返付を受けることができません。

車違反の車両を確認した場合は、その車両に確認標章を取り付けます。

　警察署長は、地域住民の意見・要望等を踏まえ、駐車監視員が

重点的に活動する場所・時間帯等を定めた「駐車監視員活動ガイ

ドライン」を策定し、公表します。
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【苦情対象事業者の年齢構成】

事業者数 件数 比率

40歳未満 242　人 1　人 0.413　％

40～49歳 1,569　人 19　人 1.211　％

50～59歳 6,906　人 90　人 1.303　％

60～69歳 6,784　人 112　人 1.650　％

70歳以上 3,069　人 67　人 2.183　％

不明 16　件

＊
３
月
（
追
加
）

氏
名

所
属
団
体

享
年
　
病
名

修
理
英
彰
さ
ん

（
都
営
協
）
70
歳
　
肺
炎

＊
４
月

氏
名

所
属
団
体

享
年
　
病
名

鈴
木
将
夫
さ
ん

（
豊
島
区
）
68
歳
　
肺
が
ん

有
川
　
進
さ
ん

（
江
戸
川
）
57
歳
　
食
道
が
ん

神
子
三
郎
さ
ん

（
東
個
協
）
69
歳
　
脳
梗
塞

橋
本
　
創
さ
ん

（
都
営
協
）
50
歳
　
胃
が
ん

福
田
証
治
さ
ん

（
東
個
協
）
71
歳
　
脳
出
血

小
出
正
彦
さ
ん

（
事
業
団
）
59
歳
　
心
臓
病

堀
口
　
清
さ
ん

（
個
団
連
）
67
歳
　
大
腸
が
ん

赤
城
吉
之
助
さ
ん
（
東
個
協
）
70
歳
　
多
臓
器
不
全

岡
村
幸
雄
さ
ん

（
東
個
協
）
72
歳
　
心
臓
発
作

訂
正
　
前
号
の
「
訃
報
」
欄
の
病
名
と
所
属
団
体
が
前
後

し
て
お
り
ま
し
た
。

　
　
　
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

車両使用制限命令を受けることとなる前歴

前歴の回数 ※1 納付命令の回数 ※2

なし ３回

１回 ２回

２回以上 １回

放置違反金の額（普通自動車）

放置駐車違反
　駐停車禁止場所等　18,000円

　　　　　　　駐車禁止場所等　　15,000円

駐停車違反　　駐車禁止場所等　　10,000円

※1  過去1年以内に使用制限命令を受けた回数　　※2  過去6ヵ月以内


